
力
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
利
用
料

の
改
定
で
あ
る
。

問

冷
凍
庫
が
今
後
必
要
に
な
る

こ
と
は
な
い
か
。

答

現
在
は
メ
セ
ナ
食
彩
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
冷
凍
保
管
庫
を

使
用
し
て
お
り
、
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン

タ
ー
の
冷
凍
庫
は
耐
用
年
数
も
経

過
し
、
未
利
用
施
設
と
な
っ
て
い

た
た
め
、廃
止
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

曽於市ゆず搾汁センターの設置及び管理に関する条例

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
の
同
意
案
等
が
提

出
さ
れ
、
審
査
・
審
議
の
結
果
、

一
部
陳
情
を
除
き
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Topic1

令
和
６
年
度
へ
繰
越
し

報
告
第
１
号

報　
　
告

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会
計

予
算
に
お
い
て
、
総
務
費
の
大
隅

支
所
庁
舎
整
備
事
業
及
び
教
育
費

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

事
業
の
２
件
、
７
億
９
６
５
万
円

を
継
続
費
と
し
て
令
和
６
年
度
へ

繰
り
越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

報　
　
告

令
和
５
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
予
算
に
お
い
て
、
総
務
費

の
南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
31
件
、

14
億
８
０
９
７
万
円
を
※
繰
越
明め

い

許き
ょ

費
と
し
て
令
和
６
年
度
へ
繰
り

越
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
も
の
で
す
。

※
繰
越
明
許
費
と
は
、
そ
の
年
度
内
に
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
を
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

の
こ
と
で
す
。

Topic2

曽
於
市
税
条
例
の
一
部
改
正

承
認
案
第
３
号

全
会
一
致

承
認

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

Topic3

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認

承
認
案
第
５
号

全
会
一
致

承
認

歳
入
は
、
交
付
決
定
に
よ
る
地

方
交
付
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
国
県

支
出
金
・
繰
入
金
・
市
債
等
の
減

が
主
な
も
の
で
、
歳
出
は
、
総
務

基
金
管
理
費
や
施
設
型
給
付
費
の

増
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給
事
業

や
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
推
進

事
業
等
の
減
が
主
な
も
の
で
す
。

３
億
７
５
３
３
万
円
減
額

予
算
総
額

２
９
３
億
８
２
１
２
万
円

Topic4

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
の

利
用
料
を
改
定

議
案
第
45
号

全
会
一
致

可
決

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

で
整
備
し
た
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー

の
完
了
に
伴
い
、
利
用
料
を
定
め

る
別
表
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

条
例
改
正
の
内
容
、
影
響
に

つ
い
て
は
。

答

施
設
増
設
に
伴
い
廃
止
し
た

冷
凍
庫
の
削
除
及
び
施
設
の
搾
汁
能

Topics

第２回定例会

令和6年
６月７日から
６月26日まで
（20日間）

増設された搾汁機器

1
令和６年度分の個人
住民税において、定
額減税を実施

納税義務者本人・控除
対象配偶者・扶養親族
１人につき、令和６年
度における個人住民税
から１万円減税される
もの。

2
固定資産税の負担調
整措置等の適用期限
を延長

固定資産税の負担調整
措置等の適用期限を、令
和３年度の評価替えか
ら更に３年間延長する
もの。

別表（第 11 条関係）
施設利用料（旧）

利用区分 利用料

搾汁機器 半日利用（処理量５トン以下） 31,440 円
１日利用（処理量 15 トン以下） 62,870 円

冷凍庫 １区画（1.0m × 1.5m ＝ 1.5㎡以内、
高さ 1.5m まで）１日当たり 210 円

施設利用料（新）
利用区分 利用料

搾汁機器
半日利用（処理量 16 トン以下） 40,000 円
１日利用（処理量 16 トン超
43 トン以下） 80,000 円
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Topic5

末
吉
方
面
隊
中
央
分
団
・
大
隅
方

面
隊
中
央
分
団

消
防
車
を
更
新

議
案
第
48
・
49
号

全
会
一
致

可
決

両
分
団
に
配
置
し
て
い
る
平
成

16
年
購
入
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

Topic6

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

使
用
す
る
備
品
を
取
得

議
案
第
50
号

全
会
一
致

可
決

曽
於
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

使
用
す
る
調
理
・
配
膳
等
備
品
を

取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
落
札
者

株
式
会
社
中
西
製
作
所

鹿
児
島
営
業
所

◆
落
札
価
格

２
５
７
７
万
円
（
落
札
率
94・84
％
）

Topic7

財
部
支
所
庁
舎
改
築
本
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
47
号

全
会
一
致

可
決

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
、
川
畑
建
設
株
式
会
社
が

２
億
５
８
５
０
万
円
で
落
札
者
と

な
り
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問

早
い
議
決
が
必
要
な
理
由
は
。

答

新
庁
舎
を
令
和
７
年
５
月
７

日
に
開
庁
す
る
た
め
に
必
要
な
、

標
準
工
期
を
確
保
す
る
た
め
で
あ

る
。

問

駐
車
台
数
は
既
存
と
変
わ
ら

な
い
か
。

答

既
存
が
２
０
０
台
、
新
庁
舎

建
設
後
は
１
３
３
台
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

問

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

た
意
見
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答

子
供
用
ト
イ
レ
は
な
い
が
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
１
か
所
、
男
女

ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置

し
、
授
乳
室
も
１
か
所
設
け
て
い

る
。
学
習
室
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
中
央
公
民
館
改
修
設
計
に
て

検
討
し
て
い
る
。

問

財
部
支
所
庁
舎
は
財
部
中
央

公
民
館
改
修
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ

れ
て
い
る
か
。

答

支
所
庁
舎
改
築
設
計
業
務
と

中
央
公
民
館
改
修
は
合
わ
せ
て

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て
提
案

さ
れ
て
お
り
、
セ
ッ
ト
で
検
討
し

て
い
る
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
・
・
・
主
に
業
務

の
委
託
先
を
選
定
す
る
際
に
、
複
数
の
者
に
企

画
を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
選
定
す

る
こ
と
。

分団名 末吉方面隊
中央分団

大隅方面隊
中央分団

品名 消防ポンプ自動車

車両型式
CD －１

ダブルキャブ型
２WD・AT

落札価格 3,190 万円 3,212 万円
落札者 株式会社 KSB
落札率 97.63% 98.31%

両分団取得予定車両と
同型の消防ポンプ自動車

財部支所庁舎完成イメージ図

曽於市役所財部支所庁舎改築に関する工事

工事名 予定価格 ( 税込 ) 落札金額 ( 税込 ) 落札者 落札率
本体工事 ２億 7,217 万円 ２億 5,850 万円 川畑建設㈱ 94.97%
電気設備工事

（１工区） 1 億 1,586 万円 1 億 450 万円 ㈱竹之下電工 90.19%

電気設備工事
（２工区） 2,562 万円 2,530 万円 ㈱竹之下電工 98.72%

機械設備工事
（１工区） 3,577 万円 3,070 万円 ㈱光信商会 85.81%

機械設備工事
（２工区） 3,682 万円 2,255 万円 カネダ設備ガス㈱ 61.24%

※１万円未満切り捨てのため、落札率が異なる場合があります。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



Topic8

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

議
案
第
51
号

全
会
一
致

可
決

歳
入
は
、
民
生
費
国
庫
補
助
金

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
、
災
害
復
旧

費
県
補
助
金
の
過
年
発
生
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金

を
追
加
す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
は
、
物
価
高
騰
対
応
低
所
得

者
支
援
給
付
金
支
給
事
業
や
定
額

減
税
補
足
給
付
金
の
調
整
給
付
支

給
事
業
、
予
防
接
種
委
託
料
の
追

加
や
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
職
員

給
の
増
減
が
主
な
も
の
で
す
。

５
億
７
９
３
６
万
円
追
加

予
算
総
額

２
７
４
億
９
４
９
５
万
円

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
】

問

減
額
の
理
由
は
。

答

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金

の
増
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対

策
推
進
事
業
補
助
金
、
農
地
・
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の

前
年
度
分
が
令
和
６
年
度
に
交
付

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
財
源
調
整

と
し
て
基
金
へ
繰
り
戻
す
こ
と
に

な
っ
た
た
め
。

【
児
童
手
当
の
変
更
に
伴
う
人
事

給
与
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
】

問

増
額
に
つ
い
て
、
一
般
財
源

か
ら
の
支
出
と
な
っ
て
い
る
が
国

か
ら
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
、
国
か
ら
の
予
算
措
置

が
あ
る
予
定
で
あ
る
。

【
大
隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

健
康
ふ
れ
あ
い
館
】

意
見

館
内
ト
イ
レ
の
故
障
に
つ

い
て
、
故
障
が
分
か
っ
た
段
階
で

早
め
の
対
応
を
す
る
よ
う
に
。

【
浸
出
水
処
理
施
設
改
修
費
】

問

前
回
の
補
修
は
い
つ
か
。
ま
た
、

設
置
し
て
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

答

平
成
10
年
に
操
業
を
開
始
し

て
以
来
、
初
め
て
の
取
替
修
繕
と

な
る
。
な
お
、
修
繕
に
は
約
６
か

月
間
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

取
替
中
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
は
、

応
急
対
応
に
よ
り
問
題
は
な
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
物
価
高
騰
対
応
低
所
得
者
支
援

給
付
金
支
給
事
業
】

問

支
給
対
象
世
帯
は
。

答

令
和
５
年
度
は
所
得
割
が
課

税
さ
れ
て
い
た
世
帯
で
、
令
和
６

年
度
に
非
課
税
又
は
均
等
割
の
み

に
な
っ
た
世
帯
に
支
給
す
る
。

支給額
１世帯
当たり 10 万円

18 歳以下の
子供が

世帯員に
いる場合

（上記に加えて）
子供 1 人当たり

5 万円

【
財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー管

理
費
】

問

住
民
意
向
調
査
等
実
施
支
援

業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

答

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
計
画

で
、
各
町
１
０
０
０
人
ず
つ
の
計

３
０
０
０
人
を
対
象
に
す
る
予
定

で
あ
る
。

意
見

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
の
抽

出
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
割
合

の
多
い
財
部
町
の
市
民
に
多
く
配

分
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
自
由
意
見

を
記
入
で
き
る
欄
を
設
け
る
べ
き

で
あ
る
。
恣
意
的
な
内
容
と
な
ら

な
い
よ
う
財
部
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
の
目
的
を
明
確
に
示
し
た
上

で
、
公
平
公
正
な
実
施
を
求
め
た

い
。な

お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

の
み
を
も
っ
て
無
償
譲
渡
が
良
い
と

結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
保
育
環
境
改
善
等
事
業
補
助
金
】

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
何
に
使
う
の
か
。

答

３
つ
の
園
か
ら
希
望
が
あ
り
、

内
容
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
１
か
所
、
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る

パ
ソ
コ
ン
の
導
入
が
２
か
所
で

あ
っ
た
。
子
ど
も
の
登
園
・
体
調

管
理
、
給
食
費
の
管
理
や
バ
ス
の

乗
車
状
況
を
総
合
的
に
管
理
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
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【
末
吉
小
学
校
改
築
事
業
】

問

増
額
の
理
由
は
。

答

改
築
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
、

県
内
に
絞
ら
ず
全
国
か
ら
広
く
募

集
し
た
た
め
、
大
変
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
に
係
る
協
議
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
謝
礼

を
追
加
し
た
。

【
大
隅
地
区
運
動
施
設
管
理
費
】

意
見

老
木
の
桜
な
ど
が
多
く
み

ら
れ
る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
早
め
に
対
応
す
る

よ
う
に
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
道
の
駅
に
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
】

問

過
去
の
使
用
実
績
は
。

答

昨
年
度
に
道
の
駅
す
え
よ
し

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
１
回
使
用
し
た
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
対
象
者
は
。

答

パ
ー
ト
を
含
む
道
の
駅
の
全

職
員
が
講
習
の
対
象
に
な
る
。

【
小
規
模
水
道
施
設整

備
費
補
助
金
】

問

今
後
の
申
請
に
つ
い
て
も
補

正
対
応
す
る
の
か
。

答

金
額
が
大
き
く
緊
急
を
要
す

る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
補
正

を
お
願
い
し
た
い
。

Topic9

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

同
意
案
第
１
号

全
会
一
致
同
意

現
教
育
長
で
あ
る
中
村
涼
一
氏

の
任
期
が
、
令
和
６
年
６
月
26
日

を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
た
め

同
意
案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投

票
の
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

中
村
涼
一
氏

任
期

令
和
９
年
６
月
26
日
ま
で

︵
３
年
間
︶

Topic10

川
内
原
発
20
年
延
長
に関

す
る
陳
情

陳
情
第
１
号
・
２
号
・
３
号

賛
成
少
数
不
採
択

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
川

内
原
子
力
発
電
所
の
基
準
地
震
動

を
超
え
る
地
震
が
起
き
な
い
と
い

う
完
全
な
保
証
が
な
い
限
り
、
20

年
運
転
延
長
に
反
対
す
る
決
議
を

上
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
鹿
児
島
県

や
薩
摩
川
内
市
、
原
子
力
規
制
委

員
会
等
へ
の
各
種
決
定
の
白
紙
撤

回
を
求
め
る
陳
情
で
す
。

原
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

使
用
済
核
燃
料
の
保
管
・
処
分

問
題
や
、
最
終
的
に
廃
炉
と
な
っ

た
際
の
莫
大
な
費
用
の
問
題
な

ど
、
解
決
す
る
見
通
し
の
な
い
課

題
が
い
く
つ
も
あ
る
中
で
の
運
転

延
長
に
は
反
対
で
あ
る
。

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論

国
の
原
子
力
審
査
委
員
会
で
許

可
が
出
て
お
り
、
ま
た
、
原
子
力

発
電
を
止
め
る
こ
と
で
、
電
気
料

金
が
更
に
値
上
が
り
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
電
力
の
安
価
で
の
確
保

と
い
う
観
点
と
、
事
故
発
生
に
対

す
る
予
防
策
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
と
い
う
保
証
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
運
転
延
長
に
賛
成
で
あ
る
。

Topic11

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に

陳
情
第
６
号
・
７
号

全
会
一
致
採
択

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負

担
率
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
及
び
、

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職

員
定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る

意
見
書
採
択
の
陳
情
で
す
。

発
議
第
３
号

全
会
一
致
可
決

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や

加
配
教
員
の
増
員
、
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る

陳
情
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
先

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

総
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

5 ☆定例会とは年 4 回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3 月・6 月・9 月・12 月に開催します。


